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売り場作り、AIが確認ベイシア、画像を判定            日経産業 2023年 2月 16日掲載転用 

スーパーのベイシア（前橋市）が店舗で従業員が商品を棚に陳列する際に指示通りできているかを人

工知能（AI）が判定するシステムの導入を進めている。人が全て対応してきた確認作業の負担を減らすの

が狙い。売り場づくりのデジタルトランスフォーメーション（DX）を進め、業務効率化や人手不足対策につ

なげる。ベイシアでは、棚に商品を陳列するなどして売り場を新しく作り上げる際、従業員が陳列後にタブ

レット機器などで写真を撮り、棚の画像をアップロードして報告をする。近隣にある複数店舗を管理するス

ーパーバイザーがその画像を確認し、指示通りの売り場になっているかをチェックしている。2022年 8月

から 5店舗で AI画像判定システムを試験導入した。スマートフォン型の機器を使い、完成した売り場を撮

影。売り場完成後の想定画像や商品の棚割りデータなどと照合し、指示通りになっているかを AIが判定

する。22年 10月以降は群馬県内を中心とした約 30店舗で、衣料品以外の部門で導入。3年以内に全

店での導入を目指すという。AIは「場所が合っているか」「並んでいる数が合っているか」「値札はついて

いるか」など 5～6個の項目を「○」か「×」かで判定する。スーパーバイザーは「×」部分のみをチェックし

て指導を行えばよくなり、確認作業の負担が減る。前橋担当のスーパーバイザー、間渕拓斗さんは「AIが

『○』にした部分は見なくていいので、時間短縮の効果はある」と話す。+スーパーバイザーなどによる売り

場チェックの時間は年間約 7万 8000時間にのぼるという。ベイシア内の業務効率化を進めるベイシア・

オペレーションパートナーズの鈴木伸男氏は「スーパーバイザーの確認作業の時間を圧縮し、店舗従業

員とより密に意思疎通する時間を増やせれば」と話す。AIは在庫管理においても一助になる。売り場に

不備があると、あらかじめ予測した販売量とずれが生じやすくなり、「自動発注と帳尻が合わなくなってし 

まう」（鈴木氏）。人の目だけに頼ることなく、円滑な在庫管理につながる売り場を正確につくることが可能

となる。今後は AI判定の実績を従業員の評価にもつなげていきたいとしている。小売業では物価高やエ  

 ネルギー価格、物流費の高騰などによるコスト増への対応が課 

題となっており、DXによる業務効率化が急務。  イシアでは他 

に、タブレットを使ったマニュアルの電子化にも取り組んでいる。ス 

タディスト（東京・千代田）の電子マニュアル作成支援サービス「テ 

ィーチミー・ビズ」を活用し、品出しやレジ打ちなどあらゆる作業方法を動画

や写真などで説明。紙での管理も減り、作業習得やマニュアル管

理において年間 4万 7000時間の  削減になったという。鈴木氏

は「今後はシステムやデータの連携を進め、さらに効率化を進め

たい」と意気込む。 
 

平岡和矩のコメント 
 コンピュータが世に知られるようになったころ、いろいろ比喩され、笑い話の様に現実味のない

言葉が飛び交い、チャップリンの風刺映画もその中に含まれるのではないか？と、ふと、思い出し

ます。今や現実となり、管理するのは AI となり、多数の企業ではありませんが、笑えぬ時代とな

りました。しかし、これが現実です。これに納得せず、独自性を発揮するか？時流だから、自社流

に取り入れるか？皆様の現実は？便利だから？人手不足だから？ご意見をお待ちしております。 

 

夢テク研究所 
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創業２０周年に
賜り、共に引っ越
し３回で毎年開
花して、今年も忘
れず、感謝です。 

 AI が報告され
た画像と適正な
売り場を照合し
て、判定する 

商品の陳列後に
商品棚の写真を
撮り、作業完了の
報告をする 



     星野芳昭（ほしの よしあき） 

      慶應義塾大学卒業後、1981 年マネジメントの専門団体に入職、1985 年大手マネジメントコ 

      ンサルティング会社に入社以降、主に上場企業の経営調査、組織改革、業務プロセス改革、 

      業績評価・人事制度改革、マネジャー育成等のプロジェクトに携わる。2013 年独立。現在は 

      企業統治、内部統とリスクマネジメント、執行役員育成等独自のプログラムを実践展開中。 

        株式会社スターガバナンス代表取締役。info@stargovernance.co.jp 

不易流行の人的資本経営（２） 

今回は来年６月を目途に４０年振りに１万円札の顔が代わることから先ず福沢諭吉を取り上げます。 

１． 人に何かを教えることよりも、人が成長することを促すことが Education の本質 

福沢諭吉は 1889年に発表した「「文明教育論」にて「学校は人に物を教うる所にあらず，ただその天資の

発達を妨げずしてよくこれを発育するための具なり。」と記し、当時の伊藤博文内閣の初代文部大臣の森

有礼が Educationを「教育」と訳してしまったことを批判し、むしろ「発育」とすべきと提唱しました。確かに

「education」の語源を調べると、e-「外側へ」duce「導く」となっています。これは、一方的に何かを与える、イ

ンプットさせるということではなく、人の元々持っているものを引き出す、アウトプットを促しそれを活動や仕

事の目的達成に結びつける、これをアウトカムと言います。アウトカムに繋がるアウトプットを引き出すことを

福沢は発育と述べていたのです。 

 

２． ２０世紀のマネジメント PM 理論を経て２１世紀の人財開発・組織開発に受け継がれる 

福沢の文明教育論が発表されてから７７年後の１９６６年に社会心理学者の三隅二不二氏が PM理論を提

唱し、能力開発等に活用されてきました。Performance「目標達成能力」と Maintenance「集団維持能力」の

2つの要素でリーダーシップを理論づけていますが、集団をまとめるにはメンバー一人ひとりの能力を引き

出すこととメンバー相互の関係性を引き出すことであり、それが今日の人財開発（Talent Development）と

組織開発（Organization Development）に受け継がれていることがわかります。むろん、教える、伝えるとい

う場面は今後も実務の中に組み込まれていくものの、基本は一人一人が本来持っているものを育む、引き

出すということになります。なお、1944年に米国で設立された ASTD（American Society for Training ＆ 

Development)は設立 70 年後の 2014年に ATD（Association for Talent Development）に名称変更となり

ました。2018年 5月に米国サンディエゴで開催された大会に私も参加し CEOのトニービンガム氏等と会

って意見交換をしてきましたが、AIなどの技術革新のスピードアップにより一人ひとりが輝くような機会提

供を企業が行うことを促すということを確信しました。 

 

３． 成長志向の人財に成長感を自覚してもらうための人的資本経営への大転換 

SNSの発達により、今や主要企業の退職者や現職従業員による自ら所属する企業への評価結果と意見が

誰でも入手できる時代となりました。私自身も企業の関係者インタビューの前にそれを熟読し、組織体質や

人財開発の実態を探ることも多々あります。 

そこで近年、気になることがあります。それは、従来は企業の給与等の福利厚生や人事評価の不公平性

等を訴える従業員が多かったのですが、最近は成長実感がない、将来の自分の成長した姿が見えないと

言った切実な指摘を行う従業員が増えてきているのです。その背景には超高齢化社会を迎えて、自身の

キャリアプランが企業への就職だけに止まらず、生涯に渡って成長感を持てる仕事をどう見つけて社会貢

献と自己成長の両立を図るかが問題意識の中核にあることです。これからの企業、組織はまさに「成長を

促す」人的資本経営に転換する必要があります。一万円札から福沢が消えても、福沢の文明教育論は企

業経営の根底に生き続けることでしょう。 



〈楽しい実践心理学教室〉 

今回、転機について、人生の中に何回かは、転機が必ずあります。自己による転機、
外的要素からの転機等、各自振り返り、転機について、確認し、その転機が、今日を
作っていることに気づきましょう。そして、予測管理をすることの大切さを学ぶ。 

転機を管理する 
人生には変化や転機があり、絶対的なことはなにもありません。人生は転機の連

続であり、幸せな時も不幸せな時もあります。しかし、それらすべてが相互に繋が
りあい人生模様を織り成しています。人生の転機にどのように対処できるかと云う
スキルの有無は、重要な個人差の一つです。人の成功や幸せは、転機に采配を振る
むしろ個人の能力に依存し、転機に遭遇しないと云う運に依存するものではないで
しょう。 
転機とは? 
転機に関する著名な理論家、シュロスバーグは、転機を「結果として変化をもた

らす出来事又は期待はずれの出来事」と定義しています。この定義は二つの要素か
ら成り立っていることに注目したい・・・まず、起こった事、又は起こらなかった
事、そして、その結果としてもたらされる人生の変化です。この事は、我々の人生
には、充分な意義もなく転機と呼ぶまでには至らず、それほどの変化をもたらさな
い出来事、又は、期待はずれの出来事がある事を示唆しています。 
出来事とは、次のような事象です。 
大学卒業（また高校卒業）、職業人としての第一歩、親や配偶者の死、子供の誕

生、結婚、失業、離婚、期待はずれの出来事とは貴方が望んだことが期待通りにな
らなかった事で、次のような事象です。 
＊あなたが選んだ大学に入学できなかった 
＊満足する仕事が見つからなかった 
＊あなたが望んだ結婚のプロポーズをしてもらえなかった 
＊あなたが望んだ昇進ができなかった 
出来事、又は期待はずれの出来事が変化をもたらす時、その人は転機を経験して

います。転機には、役割、人間関係、日常生活、又は自己の見解に対する変化も含
まれます。次の四種類の中位度から激しい転機は、複数の中断をもたらします。 
例えば、 
親の死は、人生の重要な役割の一部分、すなわち息子や娘としての役割を奪い去

る。その結果、重要な人間関係を終わらせ、時には、日常生活も変化させます。 
親になる事は新しい役割が加わり、日常生活を変化させます。自己に対する本人

の考え方が変化し、人間関係も変化しがちになる。 
配偶者やパートナーの死は、親密な人間関係を終わらせ、役割を排除し、日常の

仕事を軽減する。自己に対する考え方も劇的に変化する。 
大学（高校・専門学校）卒業は、学生としての役割を終わりにする可能性がある

(一時的、又は永久的に)。多くの場合、人間関係の変化と日常生活の変化を同時に
もたらす。自己に対する本人の考え方も劇的に変化することがある。 
転機は、人々に肯定的(プラス)にも否定的(マイナス)にも影響する可能性があり

ます。いずれにせよ、適応が要求されます。この適応は通常、損失を伴う時は否定
的に、利益を伴う時は肯定的に認識されます。従って、新居への引っ越しのような
同一の転機でも、ある家族には、肯定的と(昇進と給料の増加を伴い)考える人々
と、その他には否定的と(友達、家、仕事を失う)考える家族もいます。転機に対処
する目標は、もたらされる影響、又は「温度」を、最小限に抑えること、すなわち
転機が訪れた時、価値ある役割、人間関係、日常生活、そして自己に対する考え方



などへ、否定的な影響を最小限に抑制することです。転機からの影響を評価するた
めには、 
次の三つの要因を評価する必要があります。 

1.転機(出来事や期待はずれの出来事) 
2.個人(その対処スキルと戦略) 
3.サポート機能(転機に対処する個人を支援する人材とリソース) 
これらを各項目毎に考えてみましょう。 

転機とは何か? 
出来事および期待はずれの出来事のいずれの転機も、様々な形で訪れます。ある

時は、些細であったり、一大事であったり、またある時は、うれしい事も悲しい事
もあります。計画され期待どおりになるもの、意外な驚きとして訪れるもの。対処
できるもの、できないもの。 
転機には三つの要因があると思われます。 

1)結果として個人に影響を与える、予期されていない出来事、又は、期待はずれ
の出来事。 

2)自己の意思決定の結果起こった出来事、又は、期待はずれの出来事。 
3)通常の発達段階に沿った変遷。 
第一のカテゴリーに分類される転機には、事故、死亡、病気、そして失業が含ま

れます。 
第二のカテゴリーは、大学への復帰、結婚生活の 開始、職場の配置転換/昇進の

受諾、第一子誕生、等が含まれます。 
第三のカテゴリーは、子供を入学させる、または家から独立させる、高齢化、そ

して退職が含まれます。 
あらゆる転機に対する個人の見解には、複数の要素が影響します。転機を経験

した個人のみが、もたらされる影響を判断できます。以下は、個人の転機を評価
する際に考慮する四要素です。転機の大きさ 自分の役割、人間関係、そして日常
生活に強いられる変化の度合) 
・転機の時期(人生の中で良い時期か、又は、悪い時期に訪れたか?その転機を覚

悟する準備期間があったか? その発想に慣れていたか?) 
・転機への対処(転機に対して何らかの影響力を行使できるか? その他の選択肢

を持っているか?)・・・４月号に続く（学習した CDA 教材からの転用が主） 
 

寝屋川に転居して、はや、２ケ月となります。今や、環境に慣れ、迷子もなくなり、お陰様

で、日々、快適に過ごしております。香里園は、非常にあらゆる業種の店舗多数あるために、商

業激戦地域であり、各種病院・金融・美容・も激戦地です。そのため、物価は安く、京阪の駅

は、目下、高架工事の最中で、完成が楽しみです。公園も多数あり、子供から老人まで、待遇さ

れているように思います。徒歩５分の 16974 ㎡、田井西公園は、椿垣、桜のトンネル・テニスコ

ート２面、ゲートボール２、子供の遊器具２ケ所、ベンチも多数あり、野球・サッカーは禁止の

様です。まだまだ、ベンチ組にはならないように足腰のストレッチに専念してます。そして、何

より、平岡の退院により、公園デビューを大いに活用できるかと期待しております。 

ご意見・ご感想をぜひお寄せ頂きます様、お待ち致しております。 

株式会社ケー・エス・ケー夢テク研究所 平岡外喜子 
連絡先 E メール ksk@yumeteku.com 

〒572-0021 大阪府寝屋川市田井町３３―４６ 

 


